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平成30年4月発行

平成30年2月議会において一般質問を致しました。今回は、
①　地域共生社会について「我が事・丸ごと」の地域づくりの強化
　ア　他機関の協働による包括的支援体制構築事業・地域力強化推進事業
　イ　市川市地域福祉計画の地域における相談支援・生活支援の充実と社
　　　会福祉協議会との連携
②　障がい者支援
　ア　基幹相談支援センターの現状と今後の取り組み
　イ「障がいのある人もない人も共にくらしやすい千葉県づくり条例」に
　　　基づく本市の取り組み　
③　小栗原架道橋の安全対策
④　胃がんリスク検診の分析と評価、今後の取り組み
の4項目を伺いました。
　これからも皆様の声を伺い全力で働いてまいります。

いつも大変お世話になっております。 でございます。

歩道が狭く、車のすれ違う時、歩行者同士のすれ違い、歩行者を自転
車が避けるとき様々な場面において大変危険との多くの市民から声を
伺っています。道路管理者である船橋市での、今後の安全対策をどの
ように考えているのか伺う

この架道橋は、幅員が狭く交通量も多い
事から市にも「すぐ傍を車が通り危ない
思いをした」の声が寄せられている。
船橋市は、今後「張り出し歩道の設置や
架道橋の脇に新たに歩道橋を設置する等
の方法を現在検討中」との事。

今後、本市も費用負担面など協力し整備
が早急に行われるよう要望しました！！

平成25年4月より、胃がんリスク検診が県内初めて導入されました。
血液検査でピロリ菌の有無と胃の萎縮をはかる、ペプシノゲン測定の
組み合わせで胃がん発症リスクを明らかにする検査です。40歳から
75歳までの5歳刻みでの検査で、今年度で5年経過し5年の1クールが
終了致しました。今後の取り組みを伺う
胃がんリスク検診の研究が進み、一生に1度の受診でよいことがわか
りました。今後は、未受診者と新たな40歳に達した方に案内を行いま
す。また、4月より新たに50歳以上の偶数年齢の方を対象に内視鏡検
査いわゆる胃カメラ検査を行います。周知と共に受診勧奨を促しま
す。

現在公明党の実績でピロリ菌保険適用が拡大され、ピロリ菌の感染し
た胃炎に対する除菌治療も保健診療ができるようになりました。



現在、地域のつながりが希薄になる中、少子・高齢化、核家族化によ
り、様々な課題を抱えている方への支援が重要です。例えば、大人の
ひきこもり、ダブルケア、難病患者・がん患者の就労支援など複合的
な課題を抱えた世帯の支援体制づくりを伺う

一人ひとりが地域でつながりの中で、社会から孤立せず、安心して生
活を送ることができる「地域共生社会」を目指すことは重要であると
認識している。
その実現のためには、地域における支え合いの促進、複合的な課題を
抱えた世帯を「丸ごと」相談支援する体制づくりなどの課題に取り組
む必要があると考えている。
まずは、福祉部、保健部、子ども部など関係する他機関の協働による
包括的な支援体制づくりを検討する。
早期に、他機関部門の検討を行うよう要望しました。

地域共生社会の実現に向け、国が示す地域力強化推進事は重要です。
本市の対応を伺う

平成13年から、福祉コミュニティの充実を図るために、本市独自の
「地域ケアシステム」を推進しています。市内15カ所ある拠点での分
野を限定しない相談、自治会関係者、民生委員・児童委員 な
どの関係者が地域のことを話し合う会議など
で、様々な行事を行っています。また、今
年度から地域課題に関してどのように取り
組んだのか「振り返りシート」にて市と社
会福祉協議会が進めている活動計画と共有
し、ともに取り組んでいく予定です。

平成29年4月に障がい者の方の包括的な相談支援の拡充の目的で「基
幹相談支援センター」が機能強化されました。現状と今後の取り組み
を伺う
本年度より、市川市急病診療・ふれあいセンター内と、行徳支所内２
カ所にふえ、新規相談者が約倍増しています。また、障がい者虐待防
止センターの窓口業務も行っています。田岐に渡って相談があるた
め、週1回、全職員で情報共有しています。
今後、相談内容を精査し、地域の担当機関に引き継がれる内容は紹介
し相談員のレベルアップを図っていきます。

相談件数や内容が更に複雑化した場合今後、相談員の増員と共に基幹
相談支援センターの拡充も必要と要望しました。

本条例の概要を伺うと共に、障がい者理解の啓発を伺う

県民の共通ルール―として「誰もが暮らしやすい地域社会」差別の解
消に向けた3つの仕組みを定める
１.　相談員が一緒に考える　
２.　制度や習慣による問題を皆で話し合い実践する
３.　障がいのある方に優しい取り組みを応援し広めていく
毎年１２月３日から9日までの障がい者週間に合わせて、障がいの理
解促進や周知、学校においては、アイマスクや車いす、手話などを通
しての体験学習、また、視覚障害の方や障がい者スポーツ選手を招い
ての講演会などを行っている。


